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平成２5年度補正
中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業
１．事業の目的

３．補助対象事業

５．補助率等 

２．補助対象者

４．補助対象要件

ものづくり・商業・サービスの分野で環境等の成長分野へ参入するなど、革新的な取組にチャレンジする中小企業・小規模
事業者に対し、地方産業競争力協議会とも連携しつつ、試作品・新サービス開発、設備投資等を支援する。

本事業では、【ものづくり技術】、【革新的サービス】の２類型がある。それぞれについて「１．成長分野型」、「２．一般型」、「３．
小規模事業者型」がある。

ものづくり技術 革新的サービス
１．成長分野型
　・補助上限額：1,500万円
　・補助率：２／３
　・設備投資が必要

「成長分野」とは、
「環境・エネルギー」「健康・医療」「航空・宇宙」とする。
【参考：日本再興戦略（平成25年６月14日）】
本類型に申請可能な者は、専ら、上記の３分野のいずれかに関する試作品・生産
プロセスの改善・新サービス開発に取り組む者とする。

２．一般型
　・補助上限額：1,000万円
　・補助率：２／３
　・設備投資が必要

補助対象要件を満たす案件は、すべて申請可能である。
※「１．成長分野型」「３．小規模事業者型」に該当する申請も、一般型に申請可
能だが、複数の申請はできない。

３．小規模事業者型
　・補助上限額：700万円
　・補助率：２／３
　・設備投資は不可

申請可能な者は、「中小企業基本法」第２条第５項（昭和38年７月20日法律第
154号）の「小規模企業者」に限る。

対象経費の区分 補助率 補助上限額 補助下限額
原材料費、機械装置費、直接人件費、技
術導入費、外注加工費、委託費、知的財
産権等関連経費、運搬費、専門家謝金、
専門家旅費、雑役務費

補助対象経費の
３分の２以内

「成長分野型」	 1,500万円
「一般型」	 1,000万円
「小規模事業者型」	 700万円

100万円

本補助金の補助対象者は、日本国内に本社及び開発拠点を現に有する中小企業者に限りる。
本事業における中小企業者とは、【ものづくり技術】で申請される方は「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」
第２条第１項、【革新的サービス】で申請される方は「中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律」第２条第１項に規定す
る者をいう。

申請事業は、下記の要件を満たすことが必要である。
【ものづくり技術】
　⑴　わが国製造業の競争力を支える「中小ものづくり高度化法」１１分野の技術を活用した事業であること。
　⑵　�どのように他社と差別化し競争力を強化するかを明記した事業計画を作り、その実効性について認定支援機関の確認を

受けていること。
【革新的サービス】
　⑴　�革新的な役務提供等を行う、３～５年の事業計画で「付加価値額」年率３％及び「経常利益」年率１％の向上を達成す

る計画であること。
　⑵　�どのように他社と差別化し競争力を強化するかを明記した事業計画を作り、その実効性について認定支援機関により確

認されていること。
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総 合 工 事 業

建設業における職人不足を解消するため、断熱材を用いたコンクリート建築物用型枠（DAN型枠）の開発及びテスト
施工による検証

内外一体型断熱型枠＜DAN工法＞の開発

背景・目的

近年の建設業界において、熟練工の高齢化及び減少は深
刻な問題となっており、東日本大震災以降、ますます人手
不足が拡大、特に当業界においては顕著である。
そこで本事業では、発砲スチロール板を鉄筋コンクリート
の型枠工事に用いる断熱型枠（DAN型枠）を開発し、専
門職人に頼らずに施工作業が可能となる新たな工法の確
立を目指した。

実施内容

○�断熱材を使用したコンクリート建築物用型枠
（DAN型枠）の開発

　�主要部材である脱着リブ・埋込リブの形状考案及び強
度検証と、同じく主要部材である断熱パネルの形状考
案を実施。
　◆脱着リブ形状考案
　　◇�セパレーターの役目と鉄筋の位置を保持するス

ペーサーの役目を兼用する。
　　◇�横鉄筋の配筋がスムーズに行えるように適正な位

置に配置できる構造。
　　◇�コンクリート打設時の側圧に耐えられる引張り強度

を持つ。

DAN型枠イメージ

　◆埋込リブ形状考案
　　◇コ�ンクリート打設時の側圧に耐えられる曲げ強度を

持つ。
　　◇�断熱パネルに馴染みやすいＨ型とし、脱着リブを

100ｍｍ間隔で差し込むことが可能。
　　◇�装着箇所を設け、コンクリート打設時の側圧（引張

力）を埋込リブへ伝達可能。

　◆リブ強度検証
　　引張り試験による脱着リブ・埋込リブの強度検証。

 
脱着リブ・埋込リブの形状

　◆断熱パネルの形状考案
　　�建築現場における施工性を考慮し、内外１ユニットと
して使用した際に、並べやすく積み重ねやすい形状と
した。

断熱パネルの形状

概要



39

○テスト施工による検証
　�「脱着リブ」及び「埋込リブを組み込んだ断熱型枠」を
用いて、実験棟のコンクリート型枠を組み立てる作業と
コンクリート打設を行った。

テスト施工

本事業での成果

○工期短縮
　�DAN型枠は、他の断熱型枠と比較した場合、型枠・鉄
筋同時施工であるために圧倒的に施工性が良い。また、
一般型枠と比較すると、施工性が３倍に向上した。

○コスト削減
　�DAN型枠は4,000円／㎡（型枠・鉄筋同時施工）であり、
一般型枠と比較すると、35％もコストを削減できる。

○重量軽減
　�ＤＡＮ型枠は3.14kg／㎡であり、一般型枠と比較する
と、45％以下にまで重量が削減され、施工及び運搬に
おける優位性が期待できる。

○省エネルギー化
　�DAN型枠に用いるプラスチックはリサイクル材を使用
しており、発泡剤においても、使用後の残材はリサイク
ルにより再利用されるため、環境に優しく資源の節約
にも繋がる。
　�また、厚さ50mmの発泡スチロール断熱材により、建
物の内側と外側を覆うことで、断熱性能基準において、
省エネルギー対策等級４に適合し、更なる付加価値化と
なる。

今後の展望

本事業にて開発したDAN型枠及び工法は、公営住宅・マン
ション・復興住宅・老健施設・寮・戸建て住宅といった幅広
い建築物に活用できる。
また、熟練工を必要とせず、ビルダーによる施工が可能であ
り、コンクリート構造と相まって、安全・安心・安価な住居を
提供でき、省エネ基準にも適合する断熱性能を持つため、市
場としては、東日本大震災による被災地を含め、寒冷地域か
ら温暖地域まで全国各地の建設業者が対象となり得る。

試作品　脱着リブ・埋込リブ・断熱パネル

倉橋建設株式会社
企業概要：�建築工事、土木工事、その他建設工事全般。地元雪国・青森に根

差し、価値ある良質な建築を創造するため、北欧・北米など極寒
地の先進国に学んだ技術で『北国の快適な暮らし』を目指してい
る。『安全性』『耐久性』に重点を置き、ライフスタイルの多様性
と街の景観に対応した建物を企画・提案している。

代表取締役　倉橋　純造
青森県青森市勝田2-2-17
TEL：017-734-3611



40

食料品製造業

ジェットオーブン等の加工用設備導入による水産加工品の試作開発

ジェットオーブン導入によるジェット噴射
加熱を活用した高品質水産加工品の開発

背景・目的

近年、八戸港におけるイカの水揚量が落ち込んでおり、弊
社においても原料の調達が困難になる等、通年加工に与
える影響が大きくなっていた。また、従来から手作業によ
る一次加工が主体であったため、非加熱加工における技
術は有しているものの、二次加工及び加熱加工に関しては
体制が整備されていない現状にあった。
本事業を実施し、加工用設備の導入による二次加工及び
加熱加工技術の確立と、イカ以外の魚種を原料とした「高
品質な加工品」を試作開発することで、高品質かつ高付加
価値な加工品を生み出し、新たな収益確保を目指すこと
とした。

スチームコンベクションオーブン

実施内容

○導入設備
　◆スチームコンベクションオーブン
　　加熱処理（焼く・煮る・乾燥・揚げる・蒸す）
　◆シュリンクトンエル・Ｌ型シーラー
　　包装処理（熱風による密着包装）
　◆自動梱包機
　　包装・梱包処理（段ボールや袋をバンド結束）
　◆魚類成形機
　　加工魚類の成形・圧縮（するめ等）
　　包装処理の簡便化（段ボールの圧縮包装）
　◆イカタンザクカッター
　　イカの裁割（短冊状にカット）
　◆中型魚類裁割機
　　魚類の裁割（卸し・開き）

中型魚類裁割機

イカタンザクカッター

概要
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○試作加工品
　◆一次加工品
　　対象魚類：サバ、ホッケ、きんきん、ハタハタ
　　試作品名：干物

 

　◆二次加工品
　　対象魚類：イカ
　　試作品名：イカＢＢＱ、イカ三升漬、イカ短冊他

 

　◆加熱加工品
　　対象魚類：サバ、ホッケ、ハタハタ、イカ
　　試作品名：サバ焼き、ハタハタ唐揚げ、するめ他

 

○サンプル評価
　�社内試食会、取引先への依頼、プレゼンテーション、展
示会出展にて、官能評価シートや商談シート等のアン
ケートによるサンプル評価を実施したところ、味付けや
食感、量目、コスト面等、今後の開発において、参考とな
る貴重な意見を得ることができた。

本事業での成果

○スチームコンベクションオーブンの導入効果
　�熱処理加工（焼く・煮る・乾燥・揚げる・蒸す）が可能に
なった。製品の種類や加工魚種の幅が広がった。
○シュリンクトンネル・Ｌ型シーラーの導入効果
　�仕上げ・包装工程での流れがスマートに改善された。製
品の見栄えが良好になった。包装手段の増加により、顧
客満足度の向上が期待できる。
○魚類成形機と自動梱包機の導入効果
　�圧縮による製品の保管効果や重労働作業の負担が軽減
された。
○魚類成形機の導入効果
　�加工魚類の成形・圧縮により、後工程での処理がスムー
ズになった。
○イカタンザクカッターの導入効果
　�イカ短冊のカット作業が迅速かつ正確になったため、鮮
度保持及び量産が可能となった。品質向上とコスト削減
が期待できる。
○中型魚類裁割機の導入効果
　�魚類の裁割作業が迅速になると共に、鮮度保持や量
産、コスト削減が見込まれる。

加工設備が充実したことによって、取引先からの期待も大
きい。

今後の展望

◆�日本最大の料理サイト「クックパッド」と弊社ＨＰをリンク
させる。
◆�楽天市場をはじめとしたネットショップを活用し、商品販
売や消費者ニーズの収集に努め、変化に対応する。

◆�展示会や商談会に出展し、実際に「見て・食べて・話して」
の営業方法を強化する。

五戸水産株式会社
企業概要：�昭和13年に創業以来、青森県八戸市で水揚げされるイカ等を中

心とした新鮮な水産物を加工している。原料から製品まで一貫製
造し、食の安全にもこだわっている。

主要製品：するめ、珍味、惣菜、佃煮等

代表取締役　五戸　睦子
青森県八戸市大字白銀字三島下24-103
TEL：0178-33-0293
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食料品製造業

消費者のニーズに応じるべく、設備導入によるスティックタイプ包材を採用した試作及び短期生産型黒りんご酢の開発

手軽に摂取できる携帯型“黒りんご酢”
スティックタイプ開発事業

背景・目的

日本は、古来より醤油、味噌、酒等の有用微生物を駆使し
た伝統的な醸造技術により、健康な食品提供が行われる
ことで長寿国へ成長してきた面を持つ。
大正元年に醤油味噌醸造業として創業し、昭和56年、
培った醸造技術を基にりんご酢をはじめとする食酢製造
の分野へ進出。今では、弊社年商の65％を支える基幹事
業に成長し、「りんご酢のカネショウ」と呼ばれるまでに
至った。
弊社では、近年、健康や美容面で注目されている新成分
「プロテオグリカン（PG）」を配合した新商品の開発や、
悪性腫瘍の増殖抑制効果を持つ「りんご酢由来抗腫瘍性
多糖」を280mg／Ｌ含有する樽熟りんご酢の独自製法に
よる生産等を行っているが、消費者のニーズとして、１日や
１回の適量による効果の期待、少量での高機能化、使い切
りサイズ、開けやすさ、摂取の容易さが求められていた。
そこで、上記ニーズに応じるべく、本事業での設備導入に
よるスティックタイプ包材を採用した商品の開発を行い、
また、短期生産型黒りんご酢の試作開発を実施した。

○プロテオグリカンとは
　�コラーゲンやヒアルロン酸と並ぶ注目の成分であり、近
年、サケの鼻軟骨を原料とした抽出方法の確立により低
コスト化が図られ、医療素材や美容関連の原料として期
待されている。

実施内容

○スティックタイプ包材を採用した試作開発
　◆連続運転に対応した生産ライン構築
　◆高温帯充填への対応

スティックタイプ包材を採用した試作

○短期生産型黒りんご酢の試作開発
　◆濃縮技術の高度化
　◆酵母添加によるアルコール発酵促進
　◆酢酸発酵工程の見直し
　◆低温熟成及び最終熟成を短縮化

○PG配合試験
　◆推奨摂取量のPGを添加
　◆官能評価試験

○導入設備
　◆金属検出機能付重量選別機
　　充填内容量の確認・把握に活用。
　◆液体粘体充填機
　　アルミスティックへの封入・充填に活用。

概要
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金属検出機能付重量選別機

液体粘体充填機

本事業での成果

○スティックタイプ包材を採用した試作開発
　�設備導入により、連続運転に対応した生産ラインを構築
し、作業効率的で高精度な定量充填が可能になり、コス
トダウンを達成。

○短期生産型黒りんご酢の試作開発に成功
　�酵母添加によるアルコール発酵促進や、酢酸発酵工程
の見直し等により、短期製造法を確立。生産期間を短
縮可能となった。

○ＰＧ配合による高機能化
　推奨摂取量のＰＧ配合による高機能化を果たした。

今後の展望

本事業の試作品は、美容に関心が高い30代後半からの女
性をターゲットのブランドとして展開する。
大手他社競合製品と比較し、りんご酢商品としてスティッ
クタイプで販売しているのは現状弊社のみであること、り
んご最大産地の背景、新素材PG等をはじめとする機能性
で優位性があり、消費者へのダイレクトセリング方式の
他、Web通販での展開も検討している。
今後は、先行する「女神の林檎」スティックゼリーでの販
路を基に市場調査を行い、また、本事業で得られたノウハ
ウを投入し、他素材でのスティックゼリー等の追加開発を
行う。
現在、「津軽の桃」としてJA津軽みらいと農商工連携を結
んでいることから、もも酢スティックゼリー等を開発しアイ
テムに幅を持たせ、シリーズ展開する。

　試作品　短期生産型りんご酢

カネショウ株式会社
企業概要：�大正元年に醤油味噌醸造業として創業し、昭和56年、培った醸

造技術を基にりんご酢をはじめとする食酢製造の分野へ進出。
代表取締役　櫛引　利貞
本　　社
　青森県弘前市蔵主町15-23
尾上工場
　青森県平川市日沼富田30-12
　ＴＥＬ：0172-57-2121
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繊 維 工 業

自社の縫製工程では手作業が多く、特にパーツ製作が生産プロセスでのボトルネックとなっていたため、本事業にて設
備を導入し、小ロット短納期生産体制を確立

自動化設備導入による高級婦人礼服の
縫製加工の短納期化事業

背景・目的

弊社の取引先では、エンドユーザーと直に接点を持つこと
で多様化する顧客ニーズを掴むことを目的に、今後、出店
を加速させる方針としている。これに伴い、更なる短納期
化を求められており、製造工程を見直したところ、パーツ
製作が生産プロセスのボトルネックとなっていることが判
明し、特に、縮絨工程及び接着工程では技術的課題を抱え
ていた。

○技術的課題
　◆縮絨工程
　　�縮絨とは、生地に熱と蒸気を加え予め生地を収縮さ
せる作業であり、縫製中のアイロン熱による変化で型
崩れや寸法誤差が発生するため、クオリティ維持には
必須である。生地は、ロット毎に微妙に風合いや縮み
方が変わるため、温度・湿度調整に経験を要する。

　◆接着工程
　　�接着とは、薄い生地に芯地を貼り合わせる作業であり、
ジャケットであれば襟や袖、ポケット等、生地に厚み
と張りを持たせる部分のパーツを作る際に必要となる。
本工程を短縮することは芯地の剥離を招き、エンド
ユーザーからのクレームに繋がるため、技術的に困難
であった。

実施内容

小ロット短納期生産体制を確立するため、工場と生産部
が連携し、自社における各製造工程の改善を図った。

○小ロット短納期生産体制
　◆型紙製作・出力
　　��型紙出力システムを導入し、内製化を図った。
　　�型紙による縫製上の不具合を特定後、ＣＡＤシステム
でデータを修正・号数展開したのち、効率的にパター
ンを配置したデータを作成、インクジェットマーカー
プロッターから出力する。

　◆検反・縮絨
　　縮絨機を導入し、内製化を図った。
　　�生地変更による縮み特性の変化を検証後、スポンジ
ングマシンの最適なヒーター温度を設定する。

　◆裁断・接着
　　連続式接着機を導入し、生地と芯地を合わせる接着
　　作業を連続で行い、作業効率化を図った。
　　接着に係る温度と時間を設定し、指定基準を満たす。

　◆縫製
　　�製品品質に係る最重要工程であるため、手作業にて
行い高品質を維持。

　◆検品・出荷
　　�ボタン取り付け及び裾のまつり、検針器を用いた確認
作業を再確認し、作業効率化を図った。

概要
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○導入設備
　◆自動縮絨機
　◆連続式定温接着機
　◆高性能型紙出力システム

自動縮絨機

連続式定温接着機

本事業での成果

型紙製作・出力において、ノッチ（合印）数を増やすことが
可能となったため、製品品質に係る最重要工程である縫
製が高精度となった。また、他工程においても、従来以上
の品質管理を行った上、機械化を果たしたことにより、型
紙製作・出力及び検反・縮絨が内製化され、外注に係る輸
送時間が削減された。更に、各工程に掛かる時間を社内で
管理することも可能となった。
以上により、生産数200着での全工程日数を９日から６日
に短縮でき、小ロット短納期生産体制が確立された。

今後の展望

ハイクオリティで基本に忠実なデザインを求める層にター
ゲットを絞り、各メーカー店舗向け製品の売上拡大を目
指す。
青森工場・岩手工場・矢巾工場・盛岡工場の４か所で年間
83,000枚を製造しているが、特に、付加価値の高い店舗
向けジャケットを生産している青森工場においての受注拡
大を目指す。

品質管理の検査結果

工　　程 検査結果
型紙製作・出力 ノッチ（合印）を増やすこと、また、縫い代巾を必要に応じて狭くすることが可能となった。

検反・縮絨 目視による検反を行った上、生地30cm×60cmに対し、140℃、４秒／ｍで検査することにより、縮
絨不良が軽減できた。

裁断・接着 延反時に目視による検反を行った上、芯貼りした生地を2.7cm幅にカットし、ゲージで接着力を検査
するため、接着不良が軽減できた。

縫製 型紙製作・出力の際、ノッチ（合印）を増やしているため、製品品質が向上した。

検品・出荷 寸法確認の上、プレス後にキズやシミ等を目視で確認し、さらに、検針器での検査を行うことで、不良
品の出荷率が抑えられた。

株式会社トップレディ
企業概要：�婦人既製服の委託加工。主にスーツ、ワンピース、スカート等の

高級ブランド商品の裁断から仕上げプレスまでを一貫生産して
いる。

代表取締役　坂本　恭子
本　社
　東京都江戸川区南小岩5-3-3
　TEL：03-3659-2154
青森工場
　青森県上北郡おいらせ町上久保62-127
　TEL：0178-56-3484
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プラスチック製品製造業

設備投資により立体造形及び表面処理に係わる技術を活用することで、課題であるFRP製品の小型化を実現する他、
製作期間の短縮や生産性・精度の向上、製品群の多様化による受注拡大

FRP強化プラスチックの製品小型化
応用の事業化

背景・目的

FRP産業は、小型・中型船舶を製造する技術によって普及
したとも言われており、高強度、耐候性、耐蝕性に優れて
いる等、素材として優位性がある。
FRPを用いた小型製品は、大型のものと同様に、手作業に
よる工程が大部分を占めているが、技術的な課題の原因と
して、その工程が複雑化していることが挙げられ、その課
題を解決するため、作業環境と生産性を改善する機器を
導入することで、半自動化を実現する取組みが進められて
きている。
そこで本事業では、FRP製品の小型化モデルの事業化に
向け必要な機器を導入し、顧客の要望に対応可能な生産
体制を確立し、納期短縮・製造コストの削減を図る他、
FRP設計・製造技術を活用し、中空立体造形物（漁船模
型）のFRP製品ラインナップの多様化も目指すこととした。

実施内容

○試作品の製造工程
　◆CADによる形状開発
　　船型モデルの形状をCADにて設計。

CAD設計

　◆3Dプリンターによる各部品成形
　　3Dプリンターにて船型モデルの各部品を成形。

船型モデルの各部品

　◆超音波洗浄機による表面処理
　　�3Dプリンターでの成形品のバリを除去するために、
超音波洗浄機にて表面処理を行った。

超音波洗浄機による表面処理

　◆ゲルコート処理
　　ゲルコート（表面色）と硬化剤を撹拌噴射。

ゲルコート処理

概要
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　◆FRP成形
　　成型した原型にFRPを積層。

FRP成形品

○導入設備
　◆3Dプリンター
　◆超音波洗浄機
　◆ゲルコート塗布用装置
　◆FRPサチュレータ装置

3Dプリンター

超音波洗浄機

本事業での成果

従来製品の原型を製作する際、４回の工程が必要となり、
生産性が低い状況にあったため、本事業にて効率的な生
産方法を確立した。
　◆�3Dプリンタの設計ソフトを使用して原型の元となる
図面を作成し、形状開発を実施した結果、マスター型
の試作形状の精度が向上し、試作に係る工程と作業
時間を50％以上短縮することができた。

　◆�工程の大部分を占めていた手作業の部分の効率化・
軽減化が図られた他、製作材料である発泡ウレタン・
木材・石膏等の資材で製作していたマスター型の素材
を、PLA・ABS素材に単一化することによって、作業環
境が改善された。

今後の展望

現在、日本の漁船模型を販売している業者が無く、また、
漁船モデルは外国仕様が主であり、愛好家は個々で製作
するしかない状況であるため、本事業の成果により、模型
店・漁船船主・ラジコン愛好家の個々のニーズに対応した
販売が可能となる。今後は、製品の多様化を進めることで
全国展開を図ることができる。

試作品　船型モデル

株式会社八戸マリン商会
企業概要：�繊維強化プラスチック（FRP）製品の開発・製造。鮮魚を保管する

際の角槽や養殖用飼育水槽、船舶模型等の様々な分野の製品を
製作している。

代表取締役　伊藤　誉敏
青森県八戸市白銀町昭和町12-18
TEL：0178-33-7859
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プラスチック製品製造業

最新鋭の高周波ウェルダー導入によるシートの溶着加工

船舶艤装品用等、多種多様なシート加工
に対する高精度・溶着強度向上の実現

背景・目的

弊社は、イカ釣り船用のシーアンカーの製造・販売を主要
事業としてきたが、現在では、その製造技術を応用し、ス
パンカーやオーニング等、主に船舶艤装用のシートを手
がけている。
上記のシート加工には、ウェルダー（素材に高周波電界を
与えて内部発熱を起こし、溶着させる装置）による高周波
溶着技術が用いられるが、製品精度を左右する溶着の品
質・強度には、加工サイズ、形状、素材等に応じた「高周波
出力」「圧力」「時間」の３つの要素が重要となる。しかし
ながら、弊社の現有設備においては、①高周波出力を制御
できない、②圧力を制御できない、③時間（高周波出力時
間・冷却時間）を制御できない、④作業効率性が悪い、と
いう課題があり、上記３要素のトータル管理は不可能で
あった。
また、取引先からは、「溶着強度の向上」「高品質」「短納
期」という要望も多々ある。
そこで、これらの技術的課題の解決と取引先の要望に応え
るため、最新鋭の高周波ウェルダーを導入することとした。

実施内容

○導入設備
　◆高周波ウェルダー
　　◇�任意の電流値を設定することができ、メーターの

上昇スピード、高周波出力、時間を制御できる
　　◇�天井に加工装置を固定する懸架式を採用しており、

アース部と金型装着部が連動して上下する
　　◇±１℃以下に温度管理ができる
　　◇�高周波金型部、発振回路部で発生したスパークを

最小限で遮断する

○試運転・テスト加工
　�機械装置の導入成果を検証するため、シートのテスト加工
を行った。加工品は、素材に塩化ビニールを用いた中規模
サイズの防水シート及び上掛（生積み）シートの２種類と
した。

高周波ウェルダー

概要
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防水シート

上掛（生積み）シート

上記加工品を取引先へ持参にて評価依頼したところ、「強
度」「仕上り」「納期対応」「想定価格」において、いずれも
高評価を得ることができた。

本事業での成果

本事業にて、最新鋭の高周波ウェルダーを導入した結果、
「高周波出力」「圧力」「時間」の３要素のトータル的管理
が可能となった。それに伴い、溶着の品質・強度が向上
し、製品の高品質化も図ることができた。更に、大型加工
する際の素材の取り回しが改善されたため、生地合わせ等
に要していた時間が削減され、全体のリードタイムも短縮
した。

○導入効果
　◆溶着品質
　　�不要な熱の影響も最小限に抑えられるため、樹脂の
糸引きや焦げ付きがなく、仕上がりが著しく向上。

　◆溶着強度
　　�内部から均一に加熱されるため、素材同士の分分子
レベルでの溶着により高強度。

　◆大型加工
　　�装置が懸架式であるため、フトコロが広くなり、加工
対象（素材）の折り曲げが不要。超大型シートへの対
応も容易。

　◆工程短縮
　　�折り曲げ不要により、①寸法、②切断、③溶着、のわず
か３工程。

　　リードタイムも３０分の短縮。
　　�取引先からの要望であった「溶着強度の向上」「高品
質」「短納期」に対応が可能となった。

今後の展望

新規取引先として、超大型シート等を取り扱う建設資材業
者を想定している。

　◆�溶着強度が高くなり、遮水性にも優れていることか
ら、最終処分場用遮水シート等の環境汚染防止に関
連した需要増加が予想される。

　◆�東日本大震災に係る建設復興工事の増加に伴い、工
事用シートの需要拡大が予想される。

株式会社野舘産業
企 業 概 要：�シート加工・製造の専門業者として、用途に応じた形状シート

の製造や、多様な素材のシート加工も十分に対応できる高い
技術力を強みとしている。 

主要取引分野：�漁業者、船舶製造会社、農業関連、学校、商業施設、公共施
設他

主 要 製 品：シーアンカー、船舶用オーニング、テント、トラックシート他

代表取締役　野舘 　守
青森県八戸市新湊2-4-14
TEL：0178-33-4037
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窯業・土石製品製造業

コンブを原料とした電気分解法によるアルギン酸の抽出・製造方法の開発及び確立

電解法による海藻類アルギン酸の効率的
な抽出・精製技術の試作開発

背景・目的

コンブは、食品・製薬・医療・染色・製紙等の産業分野で
広く利用されているアルギン酸を含んでおり、その製造原
料として重要な存在である。
現在、日本では収穫されたコンブのほとんどが食用目的
であるため、産地では食品としての１次加工が行われ、そ
の際、大量の加工残渣（収穫量の約50％）が発生している。
これらの加工残渣は、産業廃棄物として適正な処理が必
要とされ、産地漁業者の負担は大きい。
一方、中国では、コンブをアルギン酸の製造原料として捉
えており、養殖・生産規模は世界最大であり、アルギン酸
製造の中心地となっている。
一般的にアルギン酸は、コンブの洗浄→裁断→酸処理→
アルカリ溶解→ろ過→酸析出→脱水乾燥の工程を経て製
造されるが、工程内では、酸（塩酸、硫酸）・アルカリ（水酸
化ナトリウム、炭酸ナトリウム）等の化学薬品を使用する
ため、作業は危険を伴い、中国においても劣悪な作業環境
と環境汚染が社会問題化しつつある。
このような状況下、本事業では、コンブの加工残渣を未利
用資源として捉え、これを原料とした化学薬品を使用しな
い、安全かつ効率的な電気分解法によるアルギン酸の抽
出・製造方法の開発及び確立を目指すこととした。

アルギン酸抽出工程

実施内容

食塩水を電気分解すると、陽極周辺に「酸性水」、陰極周
辺に「アルカリ水」の電解水が生成されるが、コンブからア
ルギン酸を抽出するためにはｐＨ３．０以下の酸性水、ｐＨ
１１．０以上のアルカリ水が必要となる。
そこで、本開発では、コンブからのアルギン酸抽出を電解
槽の中で直接行うこととし、電解層が電解水の生成とコン
ブの化学的処理を行う化学反応槽の二役を備えたリアク
ターとそれを組み込んだ抽出・製造装置を開発することと
した。

○１室式電解化学リアクターの開発
　◆�電解化学リアクターとは、コンブからアルギン酸を抽

出するために、電解水を利用してイオン交換、溶出、
析出、漂白、分離等を行う化学反応装置である。

　◆�電極は、グラファイト板で電極を２個製作し、うち１個
は電極との間にヤシ殻活性炭を挟み込んだ複合体と
した。

　◆固液分離条件の検証を３回行った。
　　◇酸処理後のコンブと酸廃液の分離
　　◇アルカリ溶解後のアルギン酸と溶解残渣の分離
　　◇析出したアルギン酸ゲルの分離

 
　　複合体電極　　　　　析出したアルギン酸

　◆漂白条件の検証
　　�酸処理工程または酸析出工程で陽極において合成さ
れる次亜塩素酸で漂白することとし、コンブを用いて
検証した。

概要
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○アルギン酸ゲルの脱水・乾燥
　�析出されたアルギン酸ゲルの脱水・乾燥方法は、手絞り
と加圧による脱水、電熱強制乾燥にて検証した。

 
　加圧脱水後　　　　　　　加圧脱水後

本事業での成果

試作装置を使用し、コンブからアルギン酸を抽出する実証
試験を繰り返した結果、食塩のみでアルギン酸抽出が可
能であることを確認することができ、目標とした電気分解
法によるアルギン酸の抽出・製造方法を確立することがで
きた。
併せて、評価活用試験を行ったところ、建設分野における
凝集剤や左官材料として期待できることも判明した。
今後は、試作装置を基に実用プラントを製作し、本格稼働
を目指すと共に、アルギン酸を建設材料として活用するた
め、基礎物性等について評価試験を続ける。

アルギン酸抽出工程

今後の展望

◆�コンブの加工残渣を原料とすることで、安価なアルギン
酸の提供が可能になると、工業的利用での大規模な市
場が期待できる。
◆�加工残渣からアルギン酸を抽出・製造し、資源を有効活
用することで、地域経済の活性化に寄与すると共に、廃
棄物発生量の低減や環境保全も期待できる。
◆�本事業にて開発した装置は、コンブが水揚げされる臨
海加工施設に設置でき、かつ安全、シンプルである。今
後は、実用プラントを製造し、処理施設の拡充を図るこ
とで、アルギン酸を製造・販売を目指す。

株式会社ＫＯＷＡ
企業概要：�建設資材の製造、販売、調査、研究開発及びコンサルティング
　　　　�鉄筋コンクリート構造物の補修及び維持管理、測定検査機器・

部品類の製造、販売乾燥砂の製造、販売産学連携、学術機関、専
門家等との調査・企画・開発と実証実験での性能評価を実施し、
ニーズに適合したものを提供している。

代表取締役　工藤　和子
青森県十和田市東三番町35-33
TEL：0176-24-1880


